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１．全体の需給について 

 

令和５年度のソーダ工業用塩について、需要量は、内需が低調に推移することが見込まれるため、５，

７９５千トン（前年度比９３．５％）と前年度から減少。供給量も、５，８８８千トン（同９０．７％）と減少の見

込み。 

令和６年度のソーダ工業用塩について、需要量は、コロナ禍からの回復を見込み、６，０７０千トン（前

年度比１０４．７％）、供給量も６，０６８千トン（同１０３．１％）と増加の見通し。 

 

 （単位：千トン、括弧内数字は対前年度比） 
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（見通し） 

需要 

見込 
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６，０６８ 
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  （注１）ソーダ工業：か性ソーダ・ソーダ灰・塩素酸ソーダ 

  

２．主要用途について 

 

（１）か性ソーダ 

 

 令和５年度のか性ソーダの生産量は、内需及び輸出ともに低調に推移し、３，７７０千トン（前年度比９

２．９％）となる見込み。 

令和６年度のか性ソーダの生産量は、コロナ禍からの回復が見込まれ、４，００４千トン（前年度比１０

６．２％）と増加の見通し。 

 

（単位：千トン、括弧内数字は対前年度比） 

 令和５年度（見込み） 令和６年度（見通し） 

か性ソーダ生産量 
３，７７０ 

 

４，００４ 

(１０６．２％) 

 

（２）ソーダ灰、塩素酸ソーダ 

   客体数が少なく個社別の情報につながりやすい項目が存在するため、当該集計結果について秘   

匿とする。 


